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共同研究希望分野

現代社会は大量のエネルギー消費の上に成り立っており、廃水処理も
例外ではありません。微生物燃料電池は廃水処理からのCO2排出量削
減の切り札となる可能性を秘めた技術であり、実用化を目指して頑張って
います。
微生物燃料電池は、微生物、廃水処理、電気化学、材料工学など複
数の分野が融合した学際的研究ですので、他分野の専門家の方と連携
して進めていきたいです。特に、電極を構成する材料の省コスト化を推進
したいので、炭素材料や触媒、高分子材料分野の方との共同研究希望
です。

私たちは、現代的な日常生活の中で大量の水を消費し、そして汚染された水を廃水として排出しています。これらの廃水を処理せずに排出すると、河川や
湖沼などの水環境を汚染するため、廃水の浄化を行う必要があります。しかし、廃水の処理には大量のエネルギーが必要となります。その一方で、廃水中に
含まれる主要な汚濁物質である有機物は潜在的に大きなエネルギーを有していると言われています。そのため、単に廃水を浄化するだけでなく、そこに含まれ
るエネルギーを回収して有効利用しようとする研究が、盛んに行なわれています。
微生物燃料電池は、電極に電子を渡すことができる特殊な微生物を利用し、さらに燃料電池の技術を組み合わせることによって、廃水中からの有機物除

去と同時に電気エネルギーの回収も可能とした新しい技術です。従来の廃水処理法との大きな違いは、有機物除去に伴う酸化還元反応を、アノードの有
機物酸化反応と、カソードでの酸素還元反応に分けることにより、電気エネルギーを取り出せるようにしたことです（図1）。発電量はまだ大きくありませんが、
有機物除去の能力に関しては、廃水の組成によっては従来の廃水処理に匹敵する水準にまで高まっているといわれており、早期の実用化が期待されていま
す。
我々の研究グループでは、微生物燃料電池の実用化に向けて、低コスト化や処理水質の向上、発電能力の向上など、様々な研究行っています。低コス

ト化については、電極材料、特にカソードで用いられる白金触媒のコストが大きいため、安価なカソード触媒の探索を行っています。また、カソードの防水加工
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実験に用いている微生物燃料電池微生物燃料電池の構造と原理

法について、安価な材料の使用および工程の簡易化、必要エ
ネルギーの削減なども試みています。一方、処理水質の向上に
ついては、微生物燃料電池では基本的に有機物のみが除去可
能ですが、廃水からはリンや窒素などの栄養塩も除去する必要
があり、そのための検討を行っています。近年では、微生物燃料
電池を用いて、廃水からリンの除去・回収ができるということを発
見し、世界で初めてそれを示しました。また現在は、微生物燃料
電池を利用した廃水からの窒素除去の研究も行っています。
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